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1938蛋白質の乾溜による
5.5-Dimethylhydantoinの生成
詑に蛋由質一新備成分子として
のα一Amino-isobU壮ersaureに
就いて
10(ω'β) Aminocamphω'の合IJ艾19↓0
文題
薯
19'10
作
月
α一Naphthylessigsaure,
β一lndolylbuttersaure 及己ゞ
β一lndolylpropioosaure の試製
稲捻ル艾分の研究第印雛
Arabit の Marga】'insaure
ester に就いて
発根促進物質に関する研究
1911
氏名
目
19↓1
藪田貞治郎,
路藤漣,
丘t田強二,
玉利勤治郎
録
19'12
掲載誌名
α一Naphthylessigse,ure
研究
伊木常安,
玉利勤治鄭
玉利勤治郎
理化学研究所
報染
19↓2生長ホルモソ処理に依る馬鈴薯
の貯蔵試験に枕いて
火津氏の所謂"醸酵アウキシソ"
の夕ι1生休の Chinolinsaure
n〕e壮lylbetain批hylester の合"戈
並に其の醸酢促進ブJに関する試
験
豆もやし製造に於けるαーナフタ
リソ酢酸の影粋
1912
巻
藪嫡貞治郎,
住木諭介,
玉利勤治郎
玉利勤治郎
哩化学研究所
桜禦
H木農化誌
第17輯
第12号
19-1↓
頁
合成の
12・11-
1253
19↓1
藪山貞治郎,
玉利勤治郎,
光永新二,
國宗俊秀
藪田貞治郎,
ヨ呼U勤治郎
藪田貞治郎,
玉利勤治郎
鮮n剖昇
第10号
16巻
4戸
稲馬鹿苗病菌の生化学第10桜
GiN祀NⅡmの化学構造(共のD
1325-
1327
19H
日木膿化誌
17巻
5 ・号
3・10-
3'1↓
稲馬鹿苗病菌の生化学第Ⅱ蛾
Gibbere11in の化学都劣告(共の2)
17巻
5号
18巻
10県
日本農化
307ー
310
1911
住木諭介,
玉利勤治郎,
町田百合子
藪田貞治郎,
侘木諭介,
麻生消,
田村悌一,
五十嵐久尚,
玉利勤治郎
藪田貞治郎,
侘木論介,
麻生清,
田村悌一,
五十嵐久尚,
玉利勤治郎
藪田貞治郎,
侘木諭介,
麻生補,
田村悌一・,
五十蝋久尚,
玉利勤治郎
日本農化誌
稲、1'鹿苗病菌の生化学第W縦
GibbereⅡin の化学榊造(其の3)
321-
335
立ヒ
UJC、
975-
980
18巻
11.ラ'
18巻
11号
糧食研究第217号
1041-
1013
H 本膿化誌
1011-
1016
日本農化誌
17赤
9号
10-
13
721-
730
日木農化誌
17老、
10・F、
89・1-
900
17巻
11・号
975-
981
本農
?
??????
?、
?
??
?
?
??
?
?
??
?
?
21 9 4 3
稲 馬 鹿 苗 病 菌 の 生 化 学 第 1 5 桜
ギ ベ レ リ ソ 及 び へ テ ロ オ ー キ シ
ソ の 併 用 に 依 る 稲 の 水 耕 試 験 に
就 い て ( 其 の D
稲 馬 鹿 苗 病 菌 の 生 化 学 第 1 9 縦
F u s a r i n i n  の 合 成 ( 其 の D
稲 馬 鹿 苗 病 菌 の 生 化 学 第 2 0 報
F u s a t i n i n  の 合 成 ( 共 の 2 )
稲 馬 鹿 苗 病 菌 の 一 代 謝 産 物 た る
F u s a r i n s a u r e  の 生 イ ヒ 学 官 勺 研 多 Z
( 其 の D  F u s a r i n i n  の 合 成 に 関
す る 研 究
抗 菌 性 物 質 の 合 成 並 に 共 の 生 理
作 用 第 1 蛾  S a l i c i 1  の 合 成
( 其 の 1 )
1 9 1 8
1 9 4 8
1 9 5 1
1 9 1 7
藪 田 貞 治 郎 ,
諭 介 ,
住 木
玉 利 勤 治 郎 ,
小 泉 千 明
玉 利 勤 治 郎
1 9 1 8
J ぐ 、 ニ
ペ ニ シ リ ソ の 培 室 針 こ 於 け る 特 殊
物 質 の 影 瓣 に 就 い て 第 1 机
1 9 4 9
日 木 農 化
玉 利 勤 治 郎 ,
森 野 桂
玉 利 勤 治 郎
ソ の 精 製 に 関 す る 研 究
^ ニ ニ $ ノ リ
第 1 報
日 本 農 化 誌  2 2 巻
考 , 才
r 上 C 、
1 9 、 1 9
1 9 巻
4 号
日 本 農 化 誌
藪 田 貞 治 部 ,
住 木 諭 介 ,
玉 利 勤 治 郎 ,
松 山 晃
玉 利 勤 治 郎 ,
長 崎 良 三 ,
笠 井 彦 七
住 木 諭 介 ,
玉 利 勤 治 郎 ,
米 原 弘 ,
長 崎 良 三 ,
佐 渡 卓 朗 ,
草 間 泰 夫 ,
小 山 昭 子
玉 利 勤 治 郎
接 触 還 元 に よ る  P e n i c i Ⅱ i n の 脱
色 に 関 す る 研 究
P e n i c i Ⅱ i n  培 養 に 於 け る 劇 神 捌 勿
質 の 影 縛 第 2 報
新 潟 県 立 膿 林 専
円 学 校 学 術 級 告
1 9 1 9
2 1 4 -
2 4 8
1 9 4 9
P e n i C Ⅱ l i 0  製 造 副 産 物 中 の
V i t a m i n  B 2 1 こ 就 い て
1 6 -
1 7
1 8
ン
1 9 5 2
ソ
F u s a r i n i c  A c i d  の 打 酬 勿 生 育 阻
ケ
害 作 用 の 機 構 に 関 す る 研 究
1 報 水 稲 種 子 の 発 芽 生 育 に 及
ぼ す  F u s a r i n i c  A c i d の 阻 害 作
用 の 観 察
F u s a r i n i c  A c i d  の 値 4 勿 生 育 1 颯
害 作 用 の 機 構 に 関 t る 研 究 ,
2 ・ 服 そ の 形 成 に 金 属 イ オ ソ が
関 与 せ ざ る 酵 素 系 の 形 成 , 作 用
に 及 1 主 , 、  F u s a r i n i c  A c i d  の 影
粋
F u s a r i n i c  A c i d  の 植 物 生 育 阻
害 作 用 の 機 構 に 関 す る 研 究 第
3 亨 艮  F u s a r i n i c  A c i d  の 1 簿 造
類 似 化 合 物 の 水 稲 生 育 に 対 t る
阻 害 作 用 の 比 皎 及 び 考 察
8 2 -
9 3
1 巻
J ぢ
シ リ
1 9 5 2
ソ
ン
2 4 2 -
2 ↓ 3
玉 利 勤 治 郎 ,
長 崎 良 三 ,
中 村 宗 男
玉 利 勤 治 郎 ,
有 馬 啓 ,
金 子 安 之 ,
和 田 弘
玉 利 勤 治 郎 ,
加 治 順
1 巻
1 0 号
ソ
2 巻
8 ぢ
6 9 0 -
6 9 2
1 9 5 2
シ
" ぐ 、 ニ
5 3 9 -
5 ↓ 2
シ リ
ソ
2 巻
8  万 '
2 巻
8 号
ソ
" ノ
玉 利 勤 治 郎 ,
加 治 順
リ
Π 本 農 化 誌
5 1 3 -
5 4 1
5 4 4 -
5 4 6
ソ
2 巻
増 刊 号
玉 利 勤 治 郎 ,
加 治 順
1 4 】
1 8
2 6 巻
5  ち '
2 2 3 -
2 2 7
Π 本 農 化
手 上
Ⅱ 、 じ 、
2 6 ヅ 金
6 号
2 9 5 -
2 9 8
2 6 巻
6 号
2 9 8 -
3 0 3
パ 、 ニ
ペ ニ
" く 、 ニ
" ぐ 、 ニ
?
? ?
??
?
?
?
?
? ??
1952Fusarinic Acid のイ偵物生育rn
等作用の機構に関する研究第
↓卓長 Fusarinic Acid 及び
α一picolinic Acid の水稲発芽
種子の呼四鄭乍用に及ぼす阻等型
式及び閑俳度の比皎並び考察
Fusarinic Acid の柿物生育鬮.
害作用の機構に関する研究第
5f艮 Fusarinic Acid 及び
α一picolinic Acid のオく千而発劣1
種子に於ける Catalase powa
及び Peroxidase power に及
ぼす阻害形式の比皎
Fusarinic Acid の植物生育阻
吉作用の機構に関する研究第
6゛艮ポーラ戸グラフによる
Fusarinic Acid 9kびに・その類
縁化合物の Cheねtionの強さの
測定並びに之等の作用の下に生
育せしめた生育柳中の遊俳金属
イオソの減少に就いて
1952
1953
玉利勤治郎,
加治順
1953
ヨξ利勤治郎,
加治順
日本農化誌
Fusarinic Acid の冷貞物ξk育叩_
害作用の機備に関する研究第
7帳重金属塩源功Πに依る
FU訟rinic Acid の阻害作用の
除去に関する靭究
1953
日本農化 -1{丁」1'じ、
26巻
フ・号
玉利勤治郎,
加治順
F鴫arioic Acid の値物生育継・[
害作用の機構に関する研究第
8報結晶カタラーゼに対する
Fusarinic Acid の阻告:機11遅
3
1953
3-15-
3'19
2-Methylpyridine-」ー
C町boxylk Addの植物生育阻
害作用の機構に関する研究第
1祝 2-Methylpyridine-1-
Carboxylic Acid と Fusarinic
Acid の稲苗呼吸作用阻害の比
皎検討
26巻
7号
H本農化誌
玉利勤治郎,
加治順
349-
353
1950
27巻
5ぢ
2-Methylpyridine一↓一
Ca北Oxylic Acid の植物生育胡
害作用の機構に関・土る研究
2帳籾の発芽生育中に於ける
Catalase 及び Peroxidase のJI,
成に及ぼす2-Methyゆyridine-
4Carboxylic Acid 及び
Fusarinic Acid の「且害fF用の
比較検討
玉利勤治郎,
加治順
日本農化誌
245-
249
玉利勤治郎,
加治順
1953
日本農化誌
27謙
5戸
2-Methylpyridine-・1-
Carboxylic Acid の打餅勿生育阻
冉作用の機構に関する研究第
3蛾重釡属塩添加に依る
2-Methylpyridine-11-
Carboxylic Acid の阻害作用の
除去に就いて
日本農化稔
249-
252
玉利勤治郎,
加治順
27巻
6ぢ
302-
306
27巻
3 ぢ'
日木農化誌
ヨ、 利勤治郎,
加治順
144-
147
2フヅ会
3号
1」フー
150
27巻
IP
159-
161
日本農
??
^ 1
1 9 5 1
S t u ( 1 i e s  o n  t h e  M e c h a n i s n 〕
O f  t h e  G r o w t r - 1 n h i b i t 0 1 ' y
A c t i o n  o f  F u s a r i n i c  A c i d
O n  p l n 1 札 S
1 9 6 6
プ ザ リ ソ 酸 並 ぴ に ピ ロ リ ソ 酸 の
順 物 生 育 剛 冉 機 1 綿 こ 関 t る 考 察
( 補 遣 )
1 9 5 2
ペ ー ノ 弌 ー ク 戸 「 ブ ト グ ラ フ '
よ る 各 種 何 砕 伽 こ 於 け る ブ ラ
イ ド の 検 索
K i n j i r o
T A M A R I
a n d  J u n
K A n
1 9 5 2
食 品 防 腐 剤 に 関 す る 基 礎 研 究
第  1 + R
食 避 膨 ^ 腐 邦 " こ 関 す る 基 礎 研 究
第 合 限  A c y 1  基 の 長 さ を 異 に
ー と る 各 郁  D e h y d r o n c y l  A c e t i c
A c i d  の 合 成 並 び に 之 等 の
Z y 筥 O s a c c h a r o m y c e s  s a l S Ⅱ S
其 の 他 に 対 す る 抗 菌 試 験
食 品 防 腐 剤 に 鬨 す る 基 礎 研 究
第 3 報  3 - 1 . o v a l e , ' y l - 4 -
H y d r o x y ' - 1 S o b u t y l - p y r o n e
( 2 ) 及 び  3 - 〔 2 - M o t h y l -
B ゛ t e n y l ( 2 ) 4 ) " ( 4 ) 〕 - 4 -
H y d r o x y ● 一 〔 2 - M e t h y l -
P 即 P e " y 】  f 2 ) 1 - p y r o o e  ( 1 )
の 合 成 並 び 之 等 物 質 の 抗 菌 試 験
及 び 毒 性 試 験 に 就 い て
1 9 5 ↓
T h e  J o u r .
B i o c h e m .
加 治 順 ,
玉 利 勤 治 郎
T h e B U 1 1 e t i n  N O . 6 .
O f  t h e  F a c u l t y
O f  A g r i c u l t u l ' e
N i i g a ね
U n i v e r s i l y
新 潟 農 林 研 究 第 1 8 号
( 新 潟 大 学 喪 学 部 )
1 9 5 5
- 1 こ
飛 ノ
O f
玉 利 勤 治 郎 ,
岩 訓 負 勇 雄 ,
北 里 フ U ,
朝 川 弘 士
玉 利 勤 治 郎 ,
岩 瀬 労 雄
玉 利 勤 治 郎 ,
岩 瀬 勇 雄
V 0 1 . 4 1
N O . 2
4 3 -
1 6 5
5
1 9 5 1
新 潟 大 学 農 学 部
学 術 桃 告
1 9 3 3
1 -
2 5
新 潟 大 学 農 学 部
学 術 般
告
新 潟 大 学 農 学 部
学 術 桜 告
O n  u l e  B i o c h 臼 れ i c a l  s t u d i e s
O f  p r i c u l a r i a  o r y z a e  c a v a r a ,
t h e  c a u s a t i v e  M o u l d  o f  u l e
B l a s t  D i s e a s e  o f  R i c e  p l a n l s
P a r t  l  s t u ( Ⅱ e s  o n  u 〕 e  T o x i n
P r o d u c e d  b y  B l a s t  M o u l d
O n  t l ] e  B i o c h e m i c a l  S 加 d i e s
O f  p i r i c u l a r i a  o r y z a e
C a v a r a  t h e  c a u s a t i v e  M o u l d
O f  t h e  B l a s t  D i s e a s e ,  L o c a l
N a m e  " 1 m o c h i D i s e a s e "  o f
R i c e  p l a n t s  p n l ' t  2  T h e
I s o l a t i o n  o f  a - p i c o H n i c  A c i d
a n d  p i r i c u l a r i n ,  t h e  T o x i c
S u b s t a n c e s  p r o d u c e d  b y
P i r i c u l a r i a  o r y z a e  c a v a r a
稲 熱 病 に 開 す る 生 化 学 的 研 究
第 1 市 長 府 舌 熱 病 菌 除 素 糸 冉 品 の 分
籬 及 び 毒 素 に 鬨 す る 老 察
U  本 農 化 肱
玉 利 勤 治 郎 ,
岩 瀬 勇 雄
● 喜  3  フ ラ '
1 ↓ 1 -
1 、 1 9
1 9 5 1
3 3 -
、 1 2
第 2 号
6 6 -
6 9
2 8 巻
3 号
日 木 農 化 誌
鮮 「  5  占 ヲ '
3 1 -
3 6
K i n j i r o
T A M A R I
a n d  J u n
K A J I
1 9 5 - 1
、 1 3 -
1 5
2 9 X 交
3 且
新 潟 大 学 農 学 都
学 術 帳
占 二
1 9 0 -
1 9 ↓
T h e  B Ⅱ Ⅱ e t l n
O f  t l w
F a c u l t y  o f
A g r i c u l t u r e ,
N H g a t a
U n i v e r s i t y
1 < 1 n ] 1 r o
T A M A I U
a n d  J u n
K A J I
2 5 ↓ 一
2 5 8
● { 芋  5  ι 、 ・
T h  B U Ⅱ e t i n
O f  t h e
F n c u l t y  o f
A g r i c u ] t u r e ,
N i i g a t a
U n l v e r s i t y .
N O . 、 1
、 1 6 -
' 1 9
ヨ 浮 " 勤 治 郎 ,
加 治 順
、 1 1 -
4 - 1
N O .
1955稲熱病に関tる生化学中研究
第2帳稲熱病菌の樺素
Piricu]arin の稲に及ぽす生理
作用
稲熱病に関する生化学的研究
第3帷稲の酵索系に及ぽす
Piricularin の作用に就いて
1957
1957 那熱病に関する生化学的研究玉利勤治郎,第↓報 Piricularin 分子寸.の加治順'
酸素及び窒素の機能に就いて
1957稲梨緋示U刃する生化学的研究
雰工5判I piricularin 及ひ
α一picolinic Acid の力τ立li1生1こ
ついて
玉利勤治郎,
加治順
1957稲熱病に関する生化学的研究
第6判I piticu】arin の定1止法
玉利勤治郎,
加治順
1957稲熱病に関する生化学的研窕
第7・1長 Piricu]arin 糸古合蛋f勺
に就いて(共のD 稲梨y丙菌の産
生する Piricularinの抗kTf乍用
を不活性化する蛋白の存在
第8訓I piricularin 系吉合五モ白
に就いて(共の2)微生物及び水
稲熱病に関する生化学的研究1957
小笠原長宏,
玉利勤治郎
29巻
3 P'
日本農化誌
栃に対する P辻icularin の阻害
fF用と Piricularin 糸古合蛋由,
Chlorogenic Acid 及び
Cyslein との関係について
小笠原長宏,
加治順,
玉利勤治郎
5
185-
189
1957
31巻
6ぢ
日本農化誌
稲熱病に関する生化学的研究
第9゛長 P辻i卯laHn の刺戟作
用並びに稲の Polyphen01成分
に関する知見
稲熱病に関する牛化学的研究
第10般稲熱病菌の生理化学的
分頚に就いて(共の1)
稲烈統引こ1判する生化学的研究
第10帳稲熱病菌の生理化学的
分類に就いて(其の2)
稲熱病に関する生化学的研究
第10報稲熱病菌の生理化学的
分類に枕いて(其の3)
稲熱病に関する生化学的研究
第10帳稲熱病菌の生理化学的
分類に就いて(其のD
小笠原長宏,
玉利勤治郎,
加治順
383-
387
1957
31巻
6号
387ー
390
小笠原長宏,
玉利勤治郎,
加治順
1957
日木膿化誌
390-
392
31巻
7 万'
1957
日本農化
玉利勤治郎,
加治順
31繰
7ぢ
1957
460-
463
号上
"、じ、
1958
16'1-
468
大塚一止,
玉利勤治郎,
小笠原長宏
31巻
8ぢ
稲熱病に関する生化学的研究
第10根稲熱病菌の生理化学的
分類に就いて(共の5)
大塚一止,
玉利勤治郎,
小雙源長宏
535・、
538
日木農化 丑丑Ⅱ゛0
大塚一止,
玉利勤治郎,
小笠原長宏
31巻
8号
口本農化
大塚一止,
玉利勤治郎,
小笠原長宏
538-
544
31豫
110ラ'
大塚一止,
玉利勤治郎,
小霊源長宏
31巻
11号
791-
794
31巻
12戸
791-
798
31泳
12号・
886-
890
32巻
Ⅱ号
890-
893
890-
893
日本農
ヒ誌日本農
本農
日本農
???
??
?
?」?
?
?
???
????
????
?
?
?
???
?
??????
?
??
?
61 9 5 8
稲 熱 病 に 関 す る 生 化 学 的 研 究
第 而 恨 、 稲 熱 病 菌 の 生 理 化 学 的
分 類 に 就 い て ( 其 の 6 ) 稲 寮 所 秀 菌
の ニ コ チ ソ 酸 生 成 に 就 い て
1 9 6 1
の 終 末 酸 化 酵 素 に 就 い て
1 9 5 8
C r y s t a Ⅱ l n e  v o l a t i l e
S u b s t a n c e  ' 、 o r y z a r 0 1 "  f r o m
R i c e  p l a n t ,  p o s s e s s i n g  a
S t i m u l a t i n g  E 丘 e c t  o n  t h e
G e r m i n a t i o n  o f  B l a s t  M o u l d
S p o r e
大 塚 ・ 一 止 ,
玉 利 勤 治 郎 ,
小 笠 原 長 宏 ,
本 田 良 二
1 9 5 8
玉 利 勤 治 郎 ,
大 塚 一 ' 止 ,
本 田 良 二 ,
加 治 順 ,
小 笠 原 長 宏
稲 熱 病 に 開 す る 生 化 学 的 可 究
第 貸 報 稲 か ら 稲 熱 病 菌 胞 子 発
芽 促 進 物 質 の 抽 出 分 禽 R こ 就 い て
日 木 喪 化 紘
1 9 5 9
稲 熱 病 に 開 す る 牛 化 芋 的 研 究
第 1 2 報 稲 熱 病 羅 病 の ズ リ コ ミ
稲 よ り  C o u m a r i n  の 分 凱 科 爺 翻 こ
就 い て
稲 熱 病 に 関 す る 生 化 学 的 研 究
第 l i 帳  P i r i c u i a r i n  の 害 作 用
に よ る 稲 組 織 中 で の  C o u m 甜 i n
の 形 成 に 航 い て
新 潟 農 林 研 究 第 1 3 号
( 斬 潟 大 学 農 学 部 )
K i n ] 1 r o
T A M A R I
J u n  K A J I
N a g a h i r o
O G A S A W A R A
a n d
M a s a m i c h i
S U G A
1 9 5 9
3 2 巻
1 1 戸
B U Ⅱ
C h e m
p a n
] 9 6 0  稲 熱 病 に 閃 す る 生 化 学 的 研 究 玉 利 勤 治 郎 ,
第 U 帳 稲 隹 中 9 稲 熱 病 菌 胞 子 加 始 血 ;
発 芽 促 進 物 質 に 就 い ぞ ( 其 の 2 ) 小 笠 原 長 宏 ,
8 9 3 -
8 9 7
玉 利 勤 治 郎 ,
加 治 順 ,
小 笠 原 長 宏 ,
正 倫
菅
^ σ r .
S O C .
1 9 6 0
6 6 -
7 5
玉 利 勤 治 郎 ,
加 治 郎
V O ] .
2 1 .
N O . 2 .
稲 熱 病 に 門 す る 生 化 学 的 研 究
第 玲 服 稲 休 中 の 稲 熱 病 菌 胞 子
発 芽 促 進 物 質 に 就 い て ( 其 の 3 )
O t y 2 a t 0 1  の 化 学 榊 造 に つ い て
Π 木 農 化 誌
1 9 6 0  稲 熱 病 に 関 す る 生 化 学 的 研 寒
第 " 扱 イ ネ の い 、 ち 病 抵 抗 性
に 及 ぽ す い 、 ち 病 菌 産 生 様 素 ピ
1 2 5 -
1 2 6
玉 利 勤 治 郎 ,
加 治 順
日 本 農 化
1 9 6 1
リ ク ラ リ ソ の , ψ 郷 に つ い て
日 本 農 化
三 丑 :
ロ ' C 、
1 9 6 1
菅 正 倫
6 4 3 -
6 ↓ 6
3 3 巻
3 号
玉 利 勤 治 郎 ,
加 治 順 ,
小 笠 原 宏 ,
正 倫
菅
稲 熱 病 に 関 す る 牛 化 学 的 研 究
第 ⑲ 娘 い も ち 菌 胞 子 の 発 芽 機
1 ' ( 其 の 1 ) い も ち 菌 の 産 生 す る
い ね に 対 す る 毒 素 ピ リ ク ラ リ ソ
な ら び に ピ コ リ ソ 酸 の い も ち 菌
日 本 農 化 稔
三 , t
ル じ 、
1 7 8 -
1 8 0
3 3 巻
3 号
胞 子 の 発 芽 に 対 す る 作 用
富 樫 邦 彦 ,
小 笠 原 長 宏 ,
玉 利 勤 治 郎
1 8 1 -
1 8 3
3 」 豫
1 1 昇
小 笠 原 長 宏 ,
玉 利 勤 治 郎 ,
菅 正 倫
日
9 4 5 -
9 4 9
柚 病 帳
3 1 巻
1 1 ・ 号
小 笠 原 長 宏 ,
玉 利 勤 治 郎 ,
菅 正 倫 ,
富 樫 邦 彦
9 - 1 9 -
9 5 3
2 5 巻
3 号
正 L
日 本 農 化
ロ ' C 、
1 - 1 2 -
1 ' 1 8
3 5 巻
1 3 号
1 3 1 2 -
1 3 1 4
3 5 巻
1 3 号
1 3 1 5 -
1 3 2 3
日 本 農
?
? ?
? ?
? ?
?
?
?
? ? ?
? ? ?
?
?
?
? ? ? 」
?
? ?
??
? 、
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
? ? ?
? ?
1961稲熱病に関する告化学的研翆
第加報いもち菌胞子の発芽機
犠(其の2)いもち菌胞子中のピ
コリソ酸について
]961 小笠原長宏,日本農化誌稲熱病に関する生化学的研穿
第虹桜い、ち菌胞子の発芽機 玉利勤治郎,
暫 正倫,構(其の3)いもち菌胞子内の発
富樫邦彦芽基質について
小笠原長宏,日本農化考'ゞ稲熱病に関する生化学的研究 ロ、じ、
第乞§報ピリクラリソの分ヅ命モ 玉利勤治郎,
正倫,菅度計による定量ならびにピリク
加治順ラリソの安定性
玉利勤治郎,日椋病帳いもち菌の産生する逝素とイネ
小笠原長宏,の感染機構の考察
加治順
玉利勤治郎,日柚病報リソ無毒化物質の吸収ピリクラ
小笠原長宏,ネのいもち病に対するによるイ
加治順,抵抗性増大に関する考察
富樫邦彦
Kin]1roBiochen〕ical products f the
TAMARI,MetaboHsm of plrlcularia
NagahlroOryzae
OGASAWARA
and Jun KA]1
1962
Agr. Bjo].
Chem.,
1965
小笠原長宏,
玉利勤治郎,
菅正倫
1966
A尽r. Bio】.
Chem.,
1961
V01.
36
NO.5
日本農化稔
859-
866
V01.
35プヌ
14号
7
1-112-
1416
35巻
U号
1967
451-
452
1416-
1ι21
Biochemical Response of
Plants to Toxins produced
by the Rice Blast Fungus
36巻
1号
31苔
2号
63-
67
The Rice Blast
Disease 〔Ed.
by lnternational
Rice Research
Institute. The
Johns Hopldns
Press,
Baltimore〕
(proceedings of
a symposium
the
Intetnational
Rice Research
Institute,
July,1963)
The Dynanlic
Role of
Molecular
Constituents in
Plant-parasitel
Interaction (pub.
by the American
Phytopath010gical
SOC.,1nc.,)
(The united
States-Japan
32巻
4方
325-
332
1972
186-
193
Investigatlon on the Toxin
Production by several Blast
Eungus strains and lsolation
Of TenuazonicAcid as a
Novel TO×1n
Isolation of Tenuzonlc cid
h・om B]ast Diseascd Rice
Plants
Kin]iro
TA八IARI,
Nagahiro
OGASAWARA
and
Jun KAJ
1973
35-
68
Noriharu
UMETSU,
jun KAJl and
Kin]iro
TAMARI
Noriharu
UMETSU,
Jun KAJl and
1<1njiro
TAMARI
ScienceCooperat ve
Program)
203-
213
??
81 9 5 3
新 式 二 号 醤 油 の 醤 油 芳 香 附 与 に
つ い て の 研 究 微 生 物 の 提 択
醤 油 哉 造 に 於 け る 液 体 翅 利 用 に
関 す る 研 究 液 体 麹 の 酵 素 力 と
原 料 と の 関 係 に 就 い て
1 9 5 3
1 9 5 6ポ ー ラ ロ グ ラ
イ
( P 0 1 飢 ' o g 松 P h y ) に 依 る
C せ r i n i n  の 疋 古 U こ つ い て
1 9 5 5
稲 熱 病 菌 に 対 す る 抗 菌 性 物 質 に
関 す る 研 究 第 1 机 稲 熱 病 菌
括 抗 性 物 質 を 産 生 す る 菌 の 分 離
並 に 其 の 細 菌 学 的 研 究
稲 稲 熱 病 菌 に 対 す る 抗 菌 性 物 質
に 関 す る 研 究 第 2 報 細 菌 の
産 生 す る 稲 熱 病 菌 佶 抗 物 質 の 培
養 , 接 種 試 験 並 に 当 該 細 菌 の 細
菌 学 的 研 究
稲 熱 病 菌 に 対 す る 抗 菌 性 物 質 に
関 す る 研 究 第 3 報 耐 熱 性 抗
生 物 質 を 産 生 t る 放 線 菌 の 菌 学
的 研 究
玉 利 勤 治 郎 ,
加 藤 郁 三
玉 利 勤 治 郎 ,
加 心 郁 三
1 9 5 7
8 7 ー
9 1
1 9 5 8
新 潟 大 学 農 学 部
術 轍
学
新 潟 大 学 農 学 部
学 術 祁
告
玉 利 勤 治 郎 ,
、 」 、 会 空 ι 呉 よ そ 宏 ,
加 治 順 ,
大 谷 武 夫 ,
勝 見 当 子
大 塚 ・ 一 止 ,
小 原 原 長 松 ,
張 利 勤 治 鄭
第 1 0 月 '
1 9 6 0
新 潟 大 学 農 学 部 第 8 号
学 術 都 告
" , .
ヒ 1
第 4 号
稲 の 生 化 学 に 関 す る 研 究 第 1
帳 水 稲 葉 の 核 酸 に 就 い て
1 9 5 7
新 i 鳥 農 林 研 究 第 玲 号
( 新 潟 大 学 農 学 剖 D
第 、 1 号
大 塚 ・ 一 止 ,
小 笠 原 長 宏 ,
、 長 利 勤 治 郎
放 線 菌 の 産 生 す る 抗 生 物 質 に 関
す る 研 究 第 1 報 各 地 の 士 壊
よ り 分 航 せ る 放 線 菌 の 抗 癌 性 ,
抗 菌 性 に 関 す る 知 見 M に そ の 分
類 に 就 い て
新 潟 大 学 農 学 部 第 7 ・ 号
学 術 恨 告
4 7 ー
5 0
火 塚 一 止 ,
古 泉 快 夫 ,
小 笠 原 長 宏 ,
川 合 敏 男 ,
玉 利 勤 治 郎
新 潟 大 学 農 学 部
術 枇 告
5 0
学
1 9 5 8
3 3 -
3 8
放 線 菌 の 産 生 す る 抗 生 物 質 に 関
す る 研 究 第 2 報 抗 C 節 d i d a
物 質 産 生 放 線 菌 に 関 す る 研 究
大 塚 ・ 一 止 ,
玉 利 勤 治 郎 ,
小 笠 原 長 宏
新 潟 大 学 農 学 部
術 帆
1 9 -
0 3
J I ゛ イ ゛
ー ゴ ー
● 1 ^  f } 、 弓 、 '
1 6 -
5 6
大 塚 ・ 一 止 ,
玉 利 勤 治 郎 ,
伊 藤 泰 一 ,
宮 村 定 男 ,
小 笠 原 長 宏 ,
塚 原 叡 ,
佐 藤 昭 子 ,
川 合 敏 男
1 9 6 6
日 本 農 化 誌
6 7 ー
7 8
Z L
亡 1
ι i I 1 0 占 シ
新 潟 県 下 の 士 壊 よ り 分 籬 し た 抗
C 飢 d i d a 性 物 質 を 生 産 す る 放 線
菌 に 関 す る 研 究
新 潟 大 学 農 学 部
学 術 机
告
大 塚 ・ 一 止 ,
玉 利 勤 治 郎 ,
伊 藤 泰 一 ,
宮 村 定 男 ,
小 笠 原 長 宏 ,
塚 原 叡 ,
小 柴 柳 一 ,
佐 藤 昭 子 ,
川 合 敏 男
3 ↓ 一
1 5
3 1 巻
1 0 号
1 5 1 -
1 5 7
第 9 牙 ・
8 6 7 ー
8 7 3
新 潟 大 学 農 学 部
学 術 報 告
内 山 武 夫 ,
大 塚 ・ 一 止 ,
加 治 順 ,
小 笠 原 長 宏 ,
玉 利 勤 治 郎 ,
宮 村 、 定 男 ,
庭 山 清 八 郎 ,
桶 谷 修 三 ,
重 野 直 也
?
?
1957新潟県下に発生したイカ小除検
体より有斑物質の分離に関する
研究第1桜一新'性アミソ
物質のタ"雛について
1958Bioassayによる新潟県産沽酒の
アミノ酸組成に関する研究
藻を用いた GibbereⅡin の定最1959
1959
d喰判東長宏,
玉利勤治郎,
加治順,
小島芳郎,
小島哲夫
大塚・一止,
本1、H 良二,
小笠原長宏,
菅正倫,
証ミ利勤治郎
玉利勤治郎,
小笠原長宏,
加治順,
今井誠一
火塚一・止,
小笠原長宏,
玉利勤治郎
赤外吸収スペクトノWこよる乳酸
菌の同定に関する知見(予恨)
1965S加dies on the sPω'es of
Various strepton〕yces wilh
an Electron Micloscope
新潟大学農学部第今号
学術服告
新潟火学農学部
学術机 告
]965
9
新潟大学農学韶
学術帆 告
新潟市内汚水より分航した一新
Lーグルタミソ酸生産菌に関す
る研究
79-
86
39-
60
第10・牙
Hitoshi
OTSUKA,
Tsuneko
TAKE,
Seihacl〕i01'
NIWAYAMA
Naoya
SHIGENO,
Sadao
MIYAMURA
and Kinjiro
TAMARI
1965
新潟大学農学部
学術縦 に1
1斤潟県十壌より分所した澱粉糖
化力の強い・一翅菌に関する研窕
」6-
53
V01.
31
NO.↓
1970
第11号
Acta Medica
et Bi010gica,
CeⅡ凡入laⅡS of piriculana
Oryzae pal't l selective
En2ymolysis of piricularla
Oryzae wa11S by waⅡ一Lytic
Enzymes of BaciⅡUS
CirculanS 气VL 12
553-
560
第Ⅱ・号
85-
90
大塚・一止,
玉利勤治郎,
小笠原長宏,
磯部洋子
1970
V01.
13
NO.1
91-
95
Studies on tl〕e ceH waⅡ of
Piricularia oryzae part u
The chemica] conslituents
Of the ceH wa11
火塚・一止,
玉利勤治郎,
小隻原長宏
新潟農林御究第17号
僻吊烏大学膿学部)
17・・
25
Hlros to
TANAKA
Naga】〕1ro
OGASAWARA
Tasuku
NAKAJIMA
and KinJiro
TAMARI
新潟農林研究第17号
(新潟大学農学部)
J. Gen. APPI.
Microbi01
Tasuku
NAKAⅡMA
1くin]1ro
TAMARI,
1くazuo
MATSUDA
Hh'osato
TANAKA
and Na宮ahiro
OGASAWARA
119-
125
V01.
6
NO.1
111-
U8
A宮r. Bi01.
Chen〕.
1 0
1 9 7 2
S t u d i e s  o n  t h e  c e 1 1  W 0 Ⅱ  o f
P i r i c u l a r i a  o r y 2 ι l e  p n l ' t  1 Π
T h e  c h e m i c a l  s l r u c t u r e  o f
t h e  β 一 G 1 1 1 C a n
1 9 6 S
A n t i t u m o r  A c t i v H y  o f  s o m e
P l a n t  p o l y s a c c h a r i d e s  l ^ a r t  l
F r a c t i o n a t i o n  a n d  A n t i t u m o r
A c t i v i t y  o f  B a g g a s s e
P o l y s a c c h a l ' 1 d e
T a s u R U
N A K A Ⅱ M A
K i n J i r o
T A M A R I
1 く a z u o
N I A T S U D A
H h ' o s a t o
T A N A K A
a n d
N a g a h i r o
O G A S A W A R A
1 9 6 9
A g r .  B i 0 1 .
C h e m . ,
A n t i t 山 n o r  A c t v i t y  o f  s o m e
P l a n l  p o l y s a c c h a r i d e s  P ω ' t
1 1  C h e m i c a l  c o n s t i t u e n t s  a n d
A n t i 札 U n o r  A c t i v i t y  o f
P O ] y s a c c h a r i d e
S t c m i o K A ,  G A N N
N o b u k o
O K A M U R A ,
S h i r o  K A T O ,
K a z u o  s A T O
K i n J l r o
T A M A R I ,
K a z u o
M A T S U D A
a n d  M a r i k o
S H I D A
V 0 1 .
3 6
N O . 1
1 1 -
1 7
1 9 7 3
S t e n 〕 i  o K A
N o b u k o
K U M A N O
( n 6 e
O K A M U R A ) ,
K a z u o  s A T O
K i n J i r o
T A M A R I ,
K a z u t o s h i
O G A W A ,
S h i g e o
K I Y O O K A
a n d  K o h e i
M I Y A O
I n h i b l t i o n  o f  t h e B i o s y n t h e s i s
O f  p ] ι l n t  c e H  凡 V a Ⅱ
M a t e r i a l s ,  e s p e c i a Ⅱ y
C e H u l o s e  B i o s y n t h e s i s  b y
C o u n 〕 a r i n
V O ] .
5 9
N O . 1
G N N
1 9 7 3
3 5 -
、 1 2
S y n t l w s i s  o f  β 一 1 . 3 イ } 1 U c a n
a n d  β 一 1 . 3  a n d  β 一 1 . 4 - M i x o d
G l u c a n  f r o m  u D P → 一 ・ D - ・
G l u c o s e
1 9 7 3
V 0 1 .
6 0
N 0  3
M n s a l a
H A R A ,
N o r i h a r u
U M E T S U ,
C h i k m ' a
M I Y A M O T O
a n d  K i n j h ' 0
T A M A R I
O c c u r r e n c e  a n d  s o m e
P r 0 1 〕 e r t i e s  o f  c e 1 1 U l a s e  i n
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